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と も し び 2鵬年7月1日
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重富 

雛号蕎 
・東京支都総会報告

・記念講演「新しい家族紛争と司法手続の課題」

・インド音楽「タブラとシタールの陽春のつとい」

支
部
長
挨
拶

「
東
京
支
部
の
発
展
を
め
ざ
し
て
」

東
京
支
部
長

森
川

淳
子

皆
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。
東
京
支
部
長

を
再
度
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
新
し
い
メ
ン
バ
ー
を
加
え
気
持
ち

を
新
た
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
ご
指
導
、
ご
鞭
控
の

ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

4
月
6
日
の
第
乱
国
通
常
総
会
で
、
第

7
号
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
文
科
省

の
認
可
、
さ
ら
に
法
務
局
へ
の
登
記
を
経

て
定
款
が
発
効
さ
れ
、
夏
頃
に
は
「
大
学

女
性
協
会
」
に
な
り
ま
す
。
今
後
は
公
益

社
団
法
人
の
認
定
を
目
指
し
て
、
特
別
委

貝
会
を
中
心
に
さ
ら
な
る
定
款
の
改
定
、

規
約
、
財
務
諸
表
等
の
見
直
し
が
続
き
ま

す
。
そ
れ
に
伴
い
東
京
支
部
規
約
の
変
更

も
必
要
と
な
り
ま
す
。
来
年
の
支
部
総
会

に
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
本

部
と
支
部
の
問
の
お
金
の
や
り
取
り
が
わ

か
り
や
す
い
も
の
で
あ
る
よ
う
に
と
の
ご

指
導
の
下
、
予
算
の
形
式
が
一
部
変
わ
り

ま
し
た
。
ご
確
認
く
だ
さ
い
ま
せ
。

昨
年
4
月
に
は
4
4
1
人
い
た
支
部
会

貝
も
今
は
4
1
5
人
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
ま
ま
で
す
と
今
年
度
中
に
4
0
0
人
を

割
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
先
輩
達
の
ご
努

力
に
よ
り
0
0
年
と
い
う
長
さ
に
亘
り
続
い

て
き
た
l
A
U
W
を
次
の
世
代
に
引
き
継

い
で
い
く
た
め
に
は
会
貝
の
増
強
が
最

大
、
緊
急
の
懸
案
で
す
。
お
一
人
お
一
人

が
危
機
感
を
持
っ
て
お
仲
間
に
な
っ
て
く

だ
さ
る
方
を
お
誘
い
く
だ
さ
い
ま
せ
。
支

部
の
委
貝
会
だ
け
で
何
と
か
な
る
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

会
員
数
の
減
少
、
委
貝
会
の
メ
ン
バ
ー

の
減
少
の
中
で
公
益
性
の
あ
る
活
動
を
求

め
ら
れ
て
お
り
、
支
部
で
計
画
す
る
行
事

も
見
直
し
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
近
隣

支
部
と
の
共
同
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
る

で
し
ょ
う
。
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ

け
る
よ
う
な
企
画
を
考
え
て
ま
い
り
ま
す

が
、
皆
様
に
も
ご
意
見
、
企
画
等
、
ご
提

案
く
だ
さ
い
ま
せ
。

支
部
委
貝
会
を
ど
う
ぞ
暖
か
く
お
見
守

り
い
た
だ
き
、
さ
ら
な
る
ご
支
援
、
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

東
京
支
部
総
会
報
告

前
書
記

桑
折

美
子

2
0
0
8
年
度
東
京
支
部
総
会
は
4
月

1
2
日
(
土
)
、
津
田
ホ
ー
ル
内
会
議
室
で
開

催
さ
れ
た
。

支
部
正
会
貝
数
4
1
5
名
中
、
出
席
者

数
幼
名
、
有
効
委
任
状
提
出
者
数
2
0
0

名
で
総
会
は
成
立
し
た
。

森
川
支
部
長
の
第
軌
回
通
常
総
会
報
告

と
新
会
貝
増
強
へ
の
協
力
支
援
要
請
の
挨

拶
に
続
き
議
事
に
入
っ
た
。
2
0
0
7
年

度
事
業
報
告
、
決
算
報
告
及
び
会
計
監
査

報
告
が
承
認
さ
れ
、
次
い
で
2
0
0
8
年

度
事
業
計
画
案
、
予
算
案
が
審
議
承
認
さ

れ
た
。
支
部
長
継
続
と
新
役
員
の
承
認
、

新
委
貝
の
紹
介
後
議
事
は
終
了
し
た
。

続
い
て
、
房
野
会
長
よ
り
「
会
長
在
任

中
は
絶
え
ず
世
界
に
日
を
向
け
、
国
連
、

国
連
N
G
O
と
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
活
動

し
て
い
き
た
い
」
と
の
お
言
葉
を
い
た
だ

き
総
会
は
終
了
し
た
。

記
念
講
演
は
、
首
都
大
学
東
京
法
科
大

学
院
非
常
勤
講
師
、
若
林
昌
子
氏
の
「
新
し

い
家
族
紛
争
と
司
法
手
続
の
課
題
-
代
理

出
産
を
め
ぐ
る
最
高
裁
判
例
を
手
か
か
り

に
ー
」
と
い
う
演
題
で
行
わ
れ
た
。
生
殖

補
助
医
療
に
対
す
る
様
々
な
見
解
か
ら
、

人
間
の
尊
厳
と
は
?
を
再
考
さ
せ
ら
れ
た
。



2雌牛7月1日
と も し び 第仙号(2)

2007年度㈱大学婦人協会東京支部決算報告書 2008年度予算

2008. 4. 1 -2飢鳩. 3.31

(単位 円)

科 目 予算額 備 考 

I 会 費 収 入 3,285,(00 365ロ×調)円 

Ⅱ 事業筆録金利息収入 7,720 

Ⅲ 運用金利息収入 l,徽) 

Ⅳ 寄 付 収 入 300,0α) バザー サークル 
購潰会一般参加賞 
他 

V 犠 収 入 20,00) 

谷錦絵付金 
Ⅵ 事業筆録金取暢収入 0 

A 当期収入合評 3,614.320 

B 前 期 繰 趨 金 770,462 

C 収入合計(A+B) 4,384,782 

科 目 予算叡 備 考 

I 本 部 会 費 2,1鎌),0調) 365口×5000円 

Ⅱ 管 理 費 覚り,0α) 

(1)備 品 費 20,眼) 

コピー代 用紙 他 (2)消 耗 品 貫 00,00) 

(3)印 刷 費 50,(議) ハガキ 封筒 

(4)通 信 費 2狐,(議) 発送貫 他 

(5)交 通 費 30,(X調 発送交通費補助 

(6)本部への分拠金 550,(X調 本部への分担金 

Ⅲ 運 営 費 110,(議) 

(1)穏 会 費 00.調) 会場費 他 

(2)委 員 会 費 30.00 

Ⅳ 事 業 費 弱く),(00 

(1)一 般 事 業 費 450,(〕調) ともしぴ(2回) 
薦涙金 寄付 他 

(2)国 内 奨 学 金 100,(朋 国内奨学金寄付 

(3)椅 査 研 究 費 10,00 準備金 

V 雑 費 10,00 

Ⅵ 予 備 費 10,00) 

D 当期支出合計 3.840,(調 

E 当舶収支差額(A-D) -225,600 

F 次期繰越金(C-D) 544.782 

※2008年度予算の「 I本部会費」は新設の科目です。

事
業
報
告
・
予
定

5
・
1
 
0

6
・
捌

2007. 4. l -2α鳩. 3.31

収入の部

科 目 予算額 決雛額 差 異 備 考 

I 会 費 収 入 1.152.00 1,162.(X調 10,(議) 387ロ十10α)円 

Ⅱ 事業準備金利息収入 3,8償) 7.捌 3.期 

Ⅲ 運用金利息収入 50 1.676 1,176 

Ⅳ 寄 付 収 入 300,00 獅2,158 -7,842 

バザーサークル 韓満会一般参加賞 他 

V 犠 収 入 38.00 70.00 32,00 

絵離全集艶会 
Ⅵ 事業準機会取崩収入 額調.(議) 500,0億) 0 

A 当期収入合計 1,掲書.300 2,鋤,筏8 39.928 

B 前 期 繰 越 金 307.550 307,5脚 0 

C 収入合計(A十B) 2,301.910 2.341,838 39.928 

科 目 予統領 決算額 差 異 ㈲∴∴∴∴考 

I 管 理 費 1.030,00) 飴1,009 -178,911 

(1)備 品 費 10,(X調 1,029 -8,97重 

コピー代 用紙 他 (2)消 耗 品 質 00.00 30,鋤0 -59,66() 

(3)印 刷 製 本 貫 敦),0α) 19,400 -30.6α) 錆筒 他 

(4)通 信 費 鈍り,00 歓)3,370 -76,00 

欝総知誌会報 

(5)交 通 費 30.0α) 26,950 -3.050 他 発送交通費補助 

(6)本邦への分担金 570,00 570,00) 0 本部への分担金 

Ⅱ 運 営 費 120.()α) 103,321 -16,679 

用 線 会 費 00,00 77,055 -2,945 会場費 他 

(2)委 員 会 費 40,00) 26,266 -13,734 

Ⅲ 事 業 費 610.00) 616,鎌鵜 6.鎌脆 

〈1)一 般 事 業 費 弧),00) 516,鎌鵜 16.鎌鵜 

鴇去び圭謹)他 

(2)国 内 奨 学 金 1(調.00 l(畑,00 0 国内奨学金寄付 

(3)掃 査 研 究 費 10,調) 0 -10.(議) 冊子代 他 

Ⅳ 離 農 10,(議) 0 -10,00 

V 予 備 費 10.(議) 0 -10.(議) 

D 当期支出合計 1.7粉,(X調 1,57l,376 -2(購.624 

E 当舶収支差額(A-D) 214,300 462,912 248.552 

F 次期繰越金(C-D〉 521,910 770,462 248.路2 

事業準備金状況: 普通預金 半3,鈍く).00)中央三井信託銀行新宿西口支店

運用金状況 :繰鍍金 普通預金 半720.6塊 中央三井信託銀行新宿西口支店

現 金 半49, 008

会 計 田辺簸子 浜田和子

厳正に藍査致しました結果、正確に記録されており、面違いないことを電場最します。

2(購年4月9日 会計監査 三浦由紀子 佐々木澄子(印省略)
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東
京
支
部
総
会

記
念
講
演
「
新
し
い
家
族
紛
争

と
司
法
手
続
の
課
題
-
代
理
出

産
を
め
ぐ
る
最
高
裁
判
例
を
手

が
か
り
に
I
」講

師

若
林
昌
子
氏

守
田
科
学
研
究
奨
励
賞
贈
呈
式

講
演
会
「
六
条
院
女
楽
の
装
束

-
赤
青
対
比
の
身
分
的
倒
錯
か

ら
何
を
読
み
取
る
か
I
」

(
神
奈
川
支
部
と
共
催
)

講
師

森
田
直
美
氏

東
京
支
部
会
報
「
と
も
し
ぴ
」

第
調
号
発
行

見
学
会
「
横
浜
ロ
ー
ザ
」
観
劇

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

(
女
性
と
仕
事

の
未
来
館
ホ
ー
ル
)

講
演
会

講
師

平
木
典
子
氏

第
8
回
自
然
科
学
講
演
会
(
科

学
研
究
奨
励
委
貝
会
と
共
催
)

新
春
の
つ
ど
い
・
国
内
奨
学
金

贈
呈
式

東
京
支
部
会
報
「
と
も
し
び
」

第
4
5
号
発
行

以
後
の
事
業
は
追
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。



〈3)帯出号
と も し び 2鵬年7月1日

(
東
京
支
部
総
会
記
念
講
演
会
)

(
.
〇
8
・
4
・
馨

「
新
し
い
家
族
紛
争
と
司
法
手
続

の
課
題
-
代
理
出
産
を
め
ぐ
る

最
高
裁
判
例
を
手
が
か
り
に
I
」

講
師

若
林

昌
子
氏

子
ど
も
が
で
き
な
い
夫
婦
が
、
自
分
達

の
子
を
持
ち
た
い
と
い
う
願
い
は
古
今
東

西
切
実
な
も
の
で
あ
っ
た
。
近
年
の
生
殖

補
助
医
療
は
、
商
業
主
義
の
竣
唐
と
相
倹

っ
て
代
理
母
契
約
に
よ
る
出
産
を
可
能
と

し
た
。
現
行
法
制
度
の
下
で
、
こ
の
契
約

に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
子
の
親
は
誰
に
な
る

の
だ
ろ
う
。

法
曹
界
、
学
界
で
広
く
ご
活
躍
の
若
林

昌
子
先
生
に
こ
れ
か
ら
派
生
す
る
問
題
を

法
律
的
な
観
点
か
ら
お
話
い
た
だ
い
た
。

先
生
は
二
つ
の
代
理
母
の
判
例
を
示
さ

れ
た
。
一
つ
は
代
理
出
産
契
約
が
認
め
ら

れ
て
い
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
夫
の
精

子
と
第
三
者
の
卵
子
に
よ
っ
て
他
の
第
三

者
が
懐
胎
・
出
産
し
、
生
ま
れ
た
子
を
夫

妻
の
子
と
し
て
届
け
出
た
例
。
こ
の
ケ
ー

ス
で
は
妾
の
年
令
が
0
0
代
な
の
で
い
ぶ
か

し
く
思
っ
た
戸
籍
係
に
よ
っ
て
事
実
が
発

覚
。
こ
の
妾
は
法
律
上
母
で
な
い
と
判
断

さ
れ
た
。
も
う
一
つ
は
夫
の
粕
子
、
要
の

卵
子
に
よ
っ
て
第
三
者
が
懐
胎
・
出
産
し

た
向
井
亜
紀
さ
ん
の
例
。
こ
れ
も
ネ
バ
ダ

州
の
裁
判
所
で
夫
と
妾
が
父
・
母
と
の
判

決
を
得
た
上
で
、
血
縁
上
の
母
が
法
律
上

の
母
と
し
て
認
め
ら
れ
る
べ
き
と
主
張
し

た
か
こ
の
判
決
は
我
が
国
の
公
序
に
反
す

る
の
で
無
効
と
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
二
例
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
代
理

母
契
約
の
出
産
の
場
合
も
、
法
的
な
母
子

関
係
は
「
分
娩
者
=
母
」
ル
ー
ル
の
原
則

通
り
代
理
母
が
母
と
な
る
。
父
子
関
係
は
、

要
が
妊
娠
・
出
産
し
た
の
で
は
な
い
か

ら
、
血
縁
上
父
子
と
わ
か
っ
て
い
て
も
法

律
上
の
父
の
推
定
は
働
か
な
い
。
従
っ
て

認
知
が
必
要
と
な
る
。
も
し
、
代
理
母
が

婚
姻
し
て
い
れ
ば
そ
の
夫
が
父
と
推
定
さ

れ
る
の
で
嫡
出
否
認
を
し
て
も
ら
う
必
要

を
生
じ
る
。

法
律
上
の
親
子
と
血
縁
上
の
親
子
と
は

必
ず
し
も
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と

は
「
わ
ら
の
上
か
ら
の
養
子
」
の
例
か
ら

も
見
て
と
れ
る
。

欧
米
で
は
代
理
母
契
約
を
ど
う
扱
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
英
国
と
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
は
営
利
的
契
約
禁
止
、
ド
イ
ツ
と
フ
ラ

ン
ス
は
有
償
・
無
償
を
問
わ
ず
禁
止
、
さ

ら
に
ド
イ
ツ
は
違
反
に
は
刑
罰
。
ア
メ
リ

カ
は
有
効
州
、
有
償
無
効
州
、
無
効
州
の

三
種
が
あ
り
、
代
理
母
を
求
め
る
夫
婦
を

国
外
か
ら
も
集
め
て
い
る
。

大
学
婦
人
協
会
東
京
支
部

2
0
0
8
年
度
役
貝
・
委
貝
名
簿

支
部
長

副
支
部
長

書
謡

代
理
母
は
我
が
国
で
も
波
紋
を
広
げ
、

会
計

科
学
審
議
会
・
日
本
産
婦
人
科
学
会
は
禁

止
、
法
務
省
関
係
は
代
理
懐
胎
契
約
無
効
、

会
貝
係

日
本
学
術
会
議
は
原
則
禁
止
と
の
意
見
を

出
し
た
。

講
座
・
見
学
係

詩
論
と
し
て
、
生
む
権
利
の
主
張
は
子

の
福
祉
と
第
三
者
の
人
権
を
優
先
し
て
考

え
る
べ
き
で
あ
る
、
家
族
間
の
ト
ラ
ブ
ル

を
最
後
に
守
る
は
ず
の
法
制
度
が
そ
れ
に

追
い
つ
い
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
、

と
も
し
び
係

こ
の
問
題
を
社
会
全
体
の
問
題
と
し
て
捉

え
、
私
た
ち
の
意
見
を
立
法
に
反
映
す
る

こ
と
が
重
要
だ
と
述
べ
ら
れ
た
。

(
松
岡

幸
子
)

バ
ザ
ー
係

☆
お
知
ら
せ
☆

2
0
0
9
年
度
東
京
支
部
総
会

会
計
監
査

2
0
0
9
年
5
月
1
6
日
出

於
・
津
田
ホ
ー
ル
1
階
会
議

森
川

淳
子
(
茶
)

芦
沢
紗
知
子
(
日
女
)

松
岡

幸
子
(
東
女
)

今
村

麻
子
(
東
女
)

田
辺

範
子
(
茶
)

鈴
川

佳
子
(
奈
女
)

浜
田

和
子
(
東
女
)

○
村
木

晴
子
(
津
)

細
貝
久
美
子
(
茶
)

○
堀
内

洋
子
(
津
)

塩
沢

正
子
(
高
知
女
)

・
砂
村
栄
利
子
(
東
都
)

・
竹
井
香
州
子
(
津
)

野
口
紀
美
子
(
目
女
)

○
早
瀬

陽
子
(
津
・
院
)

・
小
澤

紀
子

(
奈
女
・
九
院
)

・
酒
葉
美
智
子
(
神
戸
外
)

〇
三
浦

洋
子
(
実
・
鹿
)

岩
田

良
子
(
日
女
)

・
大
村

礼
子
(
慶
)

玉
津

淑
子
(
日
女
)

三
浦
由
紀
子
(
茶
)

佐
々
木
澄
子
(
東
女
)

今
年
度
か
ら
の
新
委
貝

各
係
チ
ー
フ
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第
割
国
道
常
総
会
報
告

前
副
支
部
長

早
瀬

陽
子

第
軌
回
通
常
総
会
は
4
月
5
-
6
日
、

大
阪
支
部
主
催
で
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ

ル
で
開
催
さ
れ
た
。
初
日
は
、
評
議
員
会
、

支
部
長
懇
談
会
に
続
い
て
、
夜
は
懇
親
会

が
行
わ
れ
た
。
大
阪
支
部
会
貝
の
下
川
勢

津
子
氏
に
よ
る
源
氏
物
語
千
年
紀
に
ち
な

ん
だ
優
雅
な
仕
舞
「
源
氏
供
養
」
、
ホ
テ
ル

の
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ

ュ
な
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
鑑
賞
の
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
た
。

翌
6
日
は
総
会
。
東
京
支
部
か
ら
は
卵

名
が
出
席
し
た
。
例
年
通
り
、
田
中
会
長

を
議
長
に
選
出
し
、
各
委
貝
会
、
各
支
部

か
ら
の
活
動
報
告
、
決
算
報
告
、
予
算
案

承
認
、
新
役
員
の
承
認
等
が
行
わ
れ
た
。

闘第51醍醐絵

各
支
部
か
ら
は
、
北
は
札
幌
か
ら
南
は
長

崎
支
部
ま
で
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
穣
極
的
な

活
動
報
告
が
あ
っ
た
。

昼
食
を
は
さ
ん
で
、
名
称
変
更
に
伴
う

定
款
変
更
案
(
第
了
号
議
案
)

の
採
決
に

は
い
っ
た
。
採
決
に
先
立
ち
、
阿
部
副
会

長
か
ら
変
更
事
項
に
つ
い
て
詳
し
い
説
明

が
あ
り
、
賛
成
多
数
で
第
7
号
議
案
は
承

認
さ
れ
た
。
続
い
て
、
懇
談
に
は
い
り
、

田
中
会
長
か
ら
、
支
部
あ
っ
て
こ
そ
の
大

学
婦
人
協
会
で
あ
り
、
役
員
選
考
規
定
を

作
り
、
会
員
は
だ
れ
で
も
希
望
す
れ
ば
役

員
候
補
者
を
推
薦
す
る
こ
と
が
で
き
る
方

法
を
検
討
し
、
ま
た
、
公
益
社
団
法
人
に

な
る
に
当
た
っ
て
、
会
貝
か
ら
の
意
見
を

す
く
い
上
げ
る
方
法
を
考
え
た
い
。
I
F

U
W
と
J
A
U
W
の
関
係
を
会
員
に
知
っ

て
も
ら
う
努
力
を
し
た
い
と
い
う
お
話
も

あ
っ
た
。
ま
た
、
第
7
号
議
案
の
定
款
変

更
に
つ
い
て
は
、
文
言
の
修
正
は
委
貝
会

に
一
任
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
。

㈲
大
学
婦
人
協
会
が
い
よ
い
よ
公
益
社

団
法
人
を
目
指
し
、
大
学
女
性
協
会
と
し

て
出
発
す
る
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
感
を

強
く
し
た
総
会
で
あ
っ
た
。

7
日
は
、
大
阪
支
部
主
催
の
バ
ス
ツ

ア
ー
が
あ
っ
た
。
大
阪
城
、
万
博
記
念
公

園
を
回
る
桜
満
開
の
見
学
会
で
あ
っ
た
と

聞
い
て
い
る
。

(
大
阪
支
部
主
催
見
学
会
)

「
大
阪
食
い
倒
れ

文
字
通
り
始
末
詫
」

想
定
外
の
初
体
験
も
あ
り
ま
し
た
が
、

二
〇
〇
八
年
J
A
U
W
総
会
の
翌
日
、
四

月
七
日
の
バ
ス
・
ツ
ァ
ー
で
は
、
大
阪
支

部
の
お
心
づ
く
し
に
よ
り
、
世
界
中
の
人

に
観
て
も
ら
い
た
い
国
立
民
族
学
博
物
館

と
大
阪
城
と
を
一
挙
に
見
学
し
、
充
実
し

た
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
遅
く
な
り
ま

し
た
が
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

蔵
屋
敷
な
り
し
辺
り
の
暁
に
米
取
引
の
柳

の
夢
に
睦
む

わ
が
夫
に
四
半
世
紀
の
縁
あ
り
し
中
之
島

な
れ
ど
冥
界
の
ご
と
し

狛
犬
の
よ
う
に
阿
畔
の
対
を
な
し
獅
子
の

像
あ
り
橋
の
襖
に

ガ
ラ
ス
張
り
の
建
物
増
え
る
こ
の
商
都
に

隠
し
わ
ざ
減
ら
は
末
は
危
う
し

水
面
に
近
さ
と
こ
ろ
の
石
垣
に
藻
の
い
ろ

乾
き
春
雨
を
待
つ

花
の
道
を
「
ロ
ー
ド
ト
レ
イ
ン
」
進
み
行

く
夢
見
心
地
の
わ
れ
ら
を
乗
せ
て

寺
跡
に
建
ち
に
し
昔
の
地
の
縁
を
今
に
受

け
継
ぐ
天
守
閣
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

堂
か
な
る
三
角
州
上
の
楼
閣
に
露
を
透
か

し
て
山
地
を
挑
む

「
夏
の
陣
」
匿
名
の
絵
師
は
伝
説
の
人
に

あ
ら
ず
や
君
の
家
系
の

「
深
奥
的
中
国
」
開
館
三
〇
周
年
記
念
特

別
展
で
は
、
娘
達
を
美
し
く
飾
り
た
い
気

特
が
、
少
数
民
族
に
こ
そ
深
い
こ
と
、
微

笑
ま
し
く
、
共
感
い
た
し
ま
し
た
。

(
と
き
え
だ
ひ
ろ
こ
)
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(
東
京
支
部
講
演
会
)

(
,
0
8
・
3
・
2
4
)

「
タ
ブ
ラ
(
太
鼓
)
と
シ
タ
ー
ル

(
弦
楽
器
)
の
陽
春
の
つ
と
い
」

講
師

森
山

繁
民

国
分

明
子
氏

今
年
度
最
後
の
講
演
会
は
、
標
題
の
よ

う
な
異
色
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

タ
ブ
ラ
奏
者
の
森
山
繁
氏
は
、
ク
ル

タ
ー
(
丈
の
長
め
の
上
着
)
と
ド
ー
テ
ィ

(
一
枚
の
布
を
一
見
、
キ
ュ
ロ
ッ
ト
の
よ
う

に
巻
き
つ
け
た
腰
布
)

と
い
う
民
族
衣
装

に
身
を
包
ん
で
登
場
。
氏
の
前
に
は
、
右

手
用
の
木
製
の
や
や
小
ぶ
り
な
タ
ブ
ラ

と
、
左
手
用
の
金
属
製
の
や
や
大
き
め
な

タ
ブ
ラ
が
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
て
い
ま
す
。

シ
タ
ー
ル
奏
者
の
国
分
明
子
氏
は
、
サ

リ
ー
姿
。
シ
タ
ー
ル
は
か
ぼ
ち
ゃ
で
作
ら

れ
た
弦
楽
器
だ
そ
う
で
す
が
、
目
を
引
く

の
は
、
共
鳴
部
が
上
下
、
二
箇
所
に
付
い

て
い
る
こ
と
で
す
。

演
奏
に
先
立
っ
て
の
森
山
氏
の
お
話

は
、
宗
教
、
政
治
、
民
族
、
言
語
、
教
育

と
多
岐
に
亘
り
、
古
典
音
楽
の
刻
む
複
雑

な
拍
子
は
、
イ
ン
ド
民
族
の
数
学
的
能
力

の
高
さ
を
誇
示
し
て
い
る
も
の
で
も
あ

る
、
と
い
っ
た
よ
う
な
興
味
あ
ふ
れ
る
話

が
次
々
と
展
開
さ
れ
、
尽
き
る
と
こ
ろ
を

知
り
ま
せ
ん
。

演
奏
を
所
望
す
る
聴
衆
が
痺
れ
を
切
ら

せ
か
け
た
頃
、
よ
う
や
く
演
奏
開
始
。
タ

ブ
ラ
は
、
両
手
で
弾
む
よ
う
な
リ
ズ
ム
を

刻
み
、
シ
タ
ー
ル
は
、
ギ
タ
ー
の
よ
う
な

奏
法
で
、
二
〇
本
の
弦
の
う
ち
の
演
奏
用

の
七
本
の
弦
を
使
っ
て
哀
愁
を
帯
び
た
音

色
を
醸
し
出
し
ま
す
。
両
者
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
心
地

良
い
響
き
に
耳
を
傾
け
て
い
る
う
ち
に
、

あ
っ
と
い
う
間
に
終
演
の
時
間
。

も
っ
と
ゆ
っ
た
り
と
演
奏
に
身
を
委
ね

て
い
た
か
っ
た
と
い
う
私
の
思
い
は
、
一

瞬
に
し
て
断
ち
切
ら
れ
ま
し
た
。
「
悠
久
の

歴
史
を
誇
る
イ
ン
ド
の
ト
ー
ク
と
演
奏
に

は
、
あ
ま
り
に
も
時
間
が
短
す
ぎ
た
」
。
講

師
も
聴
衆
も
同
じ
思
い
で
、
会
場
を
後
に

し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

(
鈴
川

佳
子
)

請
出
骨
葦

★
英
語
講
座

・
第
一
・
第
三
金
曜
日午

前
十
時
-
十
二
時

・
大
久
保
地
域
セ
ン
タ
ー
三
階

・
講
師
・
松
本
節
也
元
法
政
大
学
教
授

「
さ
し
絵
入
り
英
国
史
」
を

請
師
に
よ
る
詳
細
な
訳
注
、

グ
用
の
テ
ー
プ
、
参
考
資

輪
読
し
て
い
ま
す
。

・
連
絡
先
・
中
山
正
子

を
、
も
と
に

(
魯
〇
四
五
-
五
四
一
-

★
楽
し
い
俳
句
会

一
四
八
一
)

・
第
三
水
曜
日

午
後
一
時
掌
±
一
時
半

・
津
田
塾
大
学
同
窓
会
・
会
議
室

・
講
師
・
柴
崎
宮
子
会
貝

柴
崎
先
生
の
熱
心
な
ご
指
導
の
も
と
楽

し
く
俳
句
を
作
っ
て
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
を
若
干
名
募
集
中
で
す
。

・
連
絡
先
・
小
池
朋
子

(
魯
〇
四
五
-
九
〇
二
-
九
七
三
〇
)

★
源
氏
物
語
を
読
む
会
(
I
)

・
第
三
・
第
四
水
曜
日

午
前
十
時
半
̃
十
二
時
半

・
津
田
塾
大
学
同
窓
会
・
会
議
室

・
講
師
・
坂
上
栄
美
子
会
貝

宇
治
十
帖
「
宿
木
」
を
読
ん
で
い
ま
す
。

・
連
絡
先
・
平
田
宏
子

(
a
〇
四
-
七
一
四
三
-
一
五
七
三
)

★
源
氏
物
語
を
読
む
会
(
Ⅱ
)

・
第
二
・
三
・
四
火
曜
日

午
前
十
時
-
十
二
時

・
津
田
塾
大
学
同
窓
会
・
会
議
室

・
諮
師
・
坂
上
栄
美
子
会
員

宇
治
十
帖
「
宿
木
」
を
読
ん
で
い
ま
す
。

・
連
絡
先
・
中
山
律
子

(
a
〇
三
-
三
三
三
六
-
四
六
二
人
)

★
水
軍
画
教
室

・
第
二
木
曜
日

午
後
一
時
半
̃
三
時
半

・
l
A
U
W
事
務
所
会
議
室

・
講
師
・
日
高
絹
子
(
絹
紅
)
会
貝

・
初
心
者
歓
迎

若
干
名
余
裕
が
あ
り
ま
す
。

・
連
絡
先
・
森
川
淳
子

(
食
〇
四
五
-
五
八
三
-
三
四
三
〇
)

圏
会
費
納
入
の
お
願
い

大
学
婦
人
協
会
は
み
な
さ
ま
の
会
費
で

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
会
費
未
納
の
方

は
、
用
紙
の
「
振
込
み
の
ご
案
内
」
を

参
照
の
上
、
ど
う
ぞ
お
早
め
に
お
振
り

込
み
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
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(
今
年
度
か
ら
の
新
委
貝
)

〃
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
〃

こ
の
た
び
は
お
仲
間
に
加
え
て
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
現
在
、

現
役
で
仕
事
を
抱
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

私
の
で
き
る
範
囲
で
お
手
伝
い
さ
せ
て
い

た
だ
こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大
村

礼
子

「
と
も
し
び
」
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
最
新
の
仮
名
遣
い
を
見
直
す
い

い
機
会
か
と
も
捉
え
て
、
先
輩
の
足
を
引

っ
張
ら
な
い
よ
う
に
努
力
し
ま
す
。

小
津

紀
子

こ
の
た
び
「
と
も
し
ぴ
」
発
行
の
お
手

伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
パ
ソ
コ
ン
が
苦
手
で
、
内
心
と
て

も
不
安
な
の
で
す
が
、
こ
れ
を
機
に
、
で

き
る
こ
と
を
少
し
ず
つ
増
や
し
て
ゆ
け
る

と
い
い
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

酒
葉

美
智
子

こ
の
た
び
、
委
貝
を
引
き
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
日
は
浅
い
の
で
す

が
、
自
分
が
な
に
か
の
お
役
に
立
っ
て
い

る
と
い
う
よ
り
も
、
皆
様
か
ら
い
ろ
い
ろ

な
も
の
を
い
た
だ
い
て
い
る
よ
う
な
気
が

し
て
な
り
ま
せ
ん
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

砂
村

栄
利
子

ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
三
浦
由
紀
子
様
と

出
会
い
、
J
A
U
W
の
存
在
を
初
め
て
知

り
ま
し
た
。
組
織
の
活
動
を
伺
い
、
微
力

な
が
ら
な
に
か
お
役
に
立
て
る
こ
と
が
あ

れ
ば
と
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

活
動
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
方
々
と
の
出

会
い
や
新
た
な
る
世
界
の
広
が
り
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

竹
井

香
州
子

(
各
係
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
)

☆
会
員
係

支
部
会
貝
の
入
退
会
、
住
所
変
更
な
ど

名
簿
の
管
理
を
会
貝
委
貝
会
と
密
接
に
連

携
し
て
行
い
、
「
と
も
し
び
」
、
講
演
会
や

見
学
会
の
お
知
ら
せ
、
事
務
連
絡
な
ど
の

発
送
用
宛
名
シ
ー
ル
を
作
成
い
た
し
ま
す
。

印
刷
物
が
確
実
に
お
手
元
に
届
き
ま
す

よ
う
、
転
居
さ
れ
た
時
は
速
や
か
に
支
部

に
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
そ
の

他
の
ご
変
更
も
連
絡
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

(
村
木

晴
子
)

☆
講
座
・
見
学
係

聞
い
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
な
講

演
会
、
行
っ
て
楽
し
か
っ
た
と
思
え
る
よ

う
な
見
学
会
を
目
指
し
て
新
メ
ン
バ
ー
四

人
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

会
員
の
み
な
ら
ず
、
ご
友
人
、
ご
近
所

の
方
々
に
お
声
を
か
け
て
一
人
で
も
多
く

の
方
を
お
誘
い
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
企
画
に
対
す
る
ご
意
見
、
ご
要

望
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。(

堀
内

洋
子
)

☆
バ
ザ
ー
係

今
年
度
は
岩
田
、
玉
津
、
大
村
、
三
浦

で
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
ご
好
評
の

バ
ッ
グ
の
注
文
は
引
き
続
き
お
受
け
し
ま

す
。
思
い
出
の
帯
、
着
物
な
ど
の
布
で
マ

イ
バ
ッ
グ
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
日
用

品
、
食
品
な
ど
も
従
来
ど
お
り
扱
う
所
存

で
す
が
、
乾
物
等
の
保
存
が
効
き
、
お
持

ち
帰
り
に
手
揺
な
も
の
も
考
え
て
お
り
ま

す
。
そ
の
他
、
ご
希
望
の
も
の
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
係
に
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

(
三
浦

洋
子
)

☆
と
も
し
び
係

東
京
支
部
会
報
「
と
も
し
ぴ
」
は
牛
2

回
発
行
し
て
い
ま
す
。
東
京
支
部
の
活
動

を
お
伝
え
す
る
だ
け
で
な
く
、
支
部
会
貝

一
人
ひ
と
り
の
思
い
を
支
部
の
活
動
に
反

映
で
き
る
場
に
な
れ
ば
、
と
願
っ
て
お
り

ま
す
。
皆
様
に
楽
し
み
に
待
っ
て
い
た
だ

け
る
会
報
作
り
を
目
標
に
が
ん
ば
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
意
見
、

ご
要
望
を
ど
う
ぞ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

(
早
瀬

陽
子
)

圏
住
所
変
更
等
の
ご
連
絡
は
事
務
所
ま
で

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

圏
使
用
済
み
の
切
手
を
事
務
所
ま
で
お
送

り
く
だ
さ
い
。

(
編
集
後
記
)

4
月
に
と
も
し
び
係
を
お
引
き
受
け
し

て
2
ヶ
月
、
私
た
ち
新
委
員
の
「
と
も
し

ぴ
」
初
号
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
原
稿
を
執
筆
く
だ
さ
い
ま
し
た
み
な

さ
ま
、
前
任
者
を
は
じ
め
、
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
み
な
さ
ま
に
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。
東
京
支
部
に
活
気
を
吹
き
込
む
こ

と
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

(
H
・
〇
・
S
)
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四
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